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技術の概要

国の機関　 約147件　（九州　10件　、九州以外　137件　）　
自治体　　　約  31件　（九州　10件　、九州以外　21件　）　
民　 間　　　約229件　（九州　14件　、九州以外　215件　）　

３．技術の効果

本技術の活用により、次のような効果が発揮できます。
①地下に潜む地盤情報の“見える化”
2次元図面ではわからない奥行方向の地盤情報を可視化したり、対象構造物と地盤の相互関係を3次元
で把握し易くなります。またわかりやすい図を作成できるので速やかな合意形成に役立てられます。
②2次元/3次元CADで利用可能なデータの提供
3次元CADで利用できる3次元形状データを提供します。自由な位置で設計用の断面図を作成したり、地
質と構造物の干渉チェックやボリューム計算が可能です。
③モデル構築作業のシステム化
トレーサビリティを確保しているので元情報の追跡・モデルの更新が容易です。また、新たな地盤情報を
用いて短期間かつ安価で3次元モデルの更新が可能となります。

４．技術の適用範囲

適用範囲に制限はありません。ボーリングデータ等、既存の地盤情報が多いほど信頼性の高い3次元モ
デルを作成できます。

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

次のような目的で技術開発を進めています。
①地質解析の信頼性向上：ICTの能力を活用し、地質解析の信頼性を向上させること
②業務の効率化：ICT技術を活用し、時間短縮や作業の効率化で、技術者の苦労を少しでも軽減させた
いという思い
③付加価値：ICT技術を使用することで、設計・施工等にスムーズに使用できるようにしたり、成果品とし
ての表現を高める付加価値を付けること

GEO-CRE®（ジオクリ）は、地形データ、地質踏査データ、高品質ボーリングデータ、地質図画像/CAD、
物理探査データ等を3次元で見える化し、バーチャルな3次元地質モデリングを可能とするシステムで
す。構築した地質モデルは3次元CADに利用できるデータになり、BIM/CIM/i-Constructionに対応可能
です。また、各種シミュレーションへの利用、CAD図面の作成、CGアニメーション作成も可能です。
OCTAS®（オクタス）は、GEO-CREで作成した地質モデルを簡単な操作で利用するためのフリーソフトで
す。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


